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◇技術トピックス◇「水素エネルギーサプライチェーン確立を目指して」 

 川崎重工業㈱ 技術開発本部 水素チェーン開発センター 

 プロジェクト推進部長 山本 滋 

1. はじめに 

昨年 12 月に実施された COP21 では、世界の 196 ヶ国が CO2削減目標を設定することで国際合意に達

するなど画期的であった。加えて具体的な取組みとして、安倍首相が気候変動対策と経済成長を両立させ

る鍵は革新的技術の開発、CO2フリー社会に向けた水素の製造・貯蔵・輸送技術と明言した。 

当社は、リーマンショックの冷めやらない 2009 年に、将来の製品・事業を目指す重点開発テーマとし

て水素エネルギーを取上げ、以来、水素エネルギー関連技術・機器開発に取り組んでいる。この間に東日

本大震災が起こり、従来のエネルギーミックスの考え方を大きく見直す契機となった。震災後の電力確保

のために需要が急増した天然ガスは、他の化石燃料と比べると CO2排出量は少ないとはいえ、CO2による

温暖化問題自体は未だ決定的な解が見いだせていない。また、再生可能エネルギーについては、積極的に

導入を進めてきた欧州で電力変動の問題が顕著になりつつあり、またコスト面からも基幹エネルギーの役

割を担うにはまだ時間を要する現実が浮き彫りとなってきた。こうしたエネルギー・環境の情勢の中、当

社は水素エネルギーが将来のエネルギーのオプションの１つとして有効であると考えている。ここでは、

当社が目指す水素エネルギーのサプライチェーン確立に向けた取組みについて紹介する。 

 

2. 水素エネルギーの実現見通し 

水素は半導体製造ラインなどの産業プロセス用途を主として、古くから使われている物質であり、最近

では燃料電池車が市販され、輸送用機器の燃料として普及が進んでいるところである。今後、CO2削減の

一環として、発電用の燃料に水素が用いられることになれば、大量需要が生まれ、それに伴いコストも下

ってくることが期待される（図 1 参照）。しかし、そもそも水素エネルギーが導入される可能性はどの程度

あるのか、また、実現はいつ頃かを見極める必要がある。これに応える指針として、経済産業省から「水

素・燃料電池戦略ロードマップ」とし

て、例えば「2020 年代後半に 30 円／

Nm3程度、つまり発電コストで 17 円

／kWh 程度を下回ることを目指す」

等の時期やコストの目標が示されて

いる 1)。当社でも検討を進めた結果、

エネルギー用途としての水素の大量

導入は将来十分あり得ると判断し、水

素関連技術の開発を進めてきたとこ

ろである。 

 

3. 水素エネルギーサプライチェーン構想 

図 2 に当社の構想する水素エネルギーのサプライチェーンを示す。水素のように新しいエネルギーの機

器を製品とするためには、そのサプライチェーンの整備が不可欠である。当社はあくまで機器メーカーで

あるが、水素エネルギーのサプライチェーン構築の重要性をアピールしている。 

当社の構想するサプライチェーンは 2 つの大きな特色を持つ。一つ目は水素製造に未利用資源である褐

炭を用いること（発生する CO2 は地中に貯留する）、二つ目は水素輸送・貯蔵の形態として天然ガスと同

様に水素を液化することである（高純度で毒性がない）。まずはこのサプライチェーンを整備することで水

素の大量安定供給システムを確立することを目指す。このシステムが確立されれば、将来は再生可能エネ

ルギー電力で水を電気分解して得られる水素を徐々に増やしていくことが可能であり、化石燃料への依存

度を大幅に下げることができると期待している。 

図 1 水素需要の拡大“FCV から水素発電へ” 
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4. 水素エネルギーサプライチェーンのパイロット実証 

本格的な商用サプライチェーンの前に、まずは小規模な技術実証を行う計画である。 

2015 年 6 月に NEDO（新エネルギー・産業技術総合開発機構）の「未利用褐炭由来水素大規模海上輸

送サプライチェーン構築実証事業」に採択さ

れた。この実証では①褐炭のガス化、②水素

揚荷・積荷（世界初）、③大量水素の海上輸

送（世界初）、の各技術について小規模なプ

ラントを設置・運用し、2020 年度にはこれ

らを繋げて技術実証を行うとともに、チェー

ン全体の成立の目処を立てることを目標と

している（図 3 参照）。 

実行主体として当社の他に岩谷産業㈱、シ

ェルジャパン㈱、電源開発㈱とともに「技術

研究組合 CO2 フリー水素サプライチェー

ン推進機構（名称 HySTRA[ハイストラ]）」

を設立し、現在設計作業を鋭意推進中である
2)。 

 

５. おわりに 

この水素エネルギーサプライチェーンを構築する意義として、エネルギーセキュリティーの確保（供給

安定性）やクリーンエネルギーの実現（環境性）だけでなく、産業競争力の向上がある。単に天然資源を

買ってくるだけではなく、日本の技術・製品、さらには規格・ライセンスを含めて、エネルギーの確保と

国富流出の抑制を実現できる。また、水素利用の普及により関連産業が成長し、インフラ輸出や成長戦略

に貢献できるものと考えている。 

 

参考文献 

1) 経済産業省 水素・燃料電池戦略ロードマップ改訂版（2016 年 3 月 22 日） 

http://www.meti.go.jp/press/2015/03/20160322009/20160322009.html 

2) 川崎重工 HP ニュース「技術研究組合 ＣＯ２フリー水素サプライチェーン推進機構」を設立－水素エネ

ルギー社会の実現に向けて活動を本格化－（2016 年 4 月 1 日） 

http://www.khi.co.jp/news/detail/20160401_1.html     （原稿受付 2016 年 8 月） 

図 2 水素エネルギーサプライチェーン構想 

図 3 揚荷・積荷基地及び液化水素運搬船の完成イメージ 
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No.16-55 「見学会 東北青森の原子力発電所と核燃料サイクル施設」 

～我が国の原子力発電の取り組み、発電、貯蔵、再処理～ 

 

部門企画委員会 濱本 芳徳（九大）、高橋 志郎（日立製作所）、松澤 寛（三菱重工業） 

 

2016 年 5 月 19 日～20 日に青森県の日本原燃㈱・原子燃料サイクル施設／東北電力㈱・東通原子力発

電所、リサイクル燃料貯蔵㈱・リサイクル燃料備蓄センターおよび電源開発㈱・大間原子力発電所を訪問

し、原子力発電から、貯蔵、再処理までを見学することができ、今後の原子力のあり方を考える良い機会

となった。 

（１）原子燃料サイクル施設見学では、PR 館にて原子燃料サイ

クル施設の概要説明を伺った後、再処理工場を見学した。広大な

敷地の中に、再処理工場、高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センタ

ー、MOX 燃料工場、ウラン濃縮工場および低レベル放射性廃棄

物埋設センター等が集結している。欧州では、原子力発電所で排

出された使用済燃料を直接処分する国もあるが、日本では再処理

を行うことにより燃料の再利用のみならず、廃棄物もガラス固化

することにより大幅な物量削減のメリットがあるとのことであ

った。 

（２）東通原子力発電所では、東北電力の PR 館であるトントゥ

ビレッジにて、平成 17 年 12 月に運転を開始した沸騰水型軽水炉

（BWR）である東通原子力発電所 1 号（現在は停止中）の概要

説明を伺った後、断層調査の状況、東北大震災後に新設された高

さ約 3m の防潮堤（海抜 16m）等の安全対策施設を見学した。 

（３）リサイクル燃料備蓄センターでは、ビジターハウスで、使

用済燃料貯蔵施設および金属キャスク（使用済燃料を貯蔵する容

器）の説明を伺った後、貯蔵施設内部の状態を見学した。5000t

の使用済燃料を備蓄することが可能であり、最長保管期間は 50

年である。金属キャスクは、空気の自然な流れで冷やされ、動力

は不要であり、閉じ込め機能、遮へい機能、臨界防止機能、除熱

機能を考慮して設計されている。また、温度、圧力、放射能を測

定して監視することで、安全機能が健全であることを確認すると

のことであった。 

（４）大間原子力発電所は、最新の改良型沸騰水型軽水炉（ABWR）

が採用されており、放射性廃棄物減容の目的でプルトニウムを含

んだ MOX 燃料を使用する計画とのことであった。概要説明後、

原子炉建屋、廃棄物処理建屋、取放水設備、原子炉格納容器等の

建設状況を見学した。 

最後に、日本原燃㈱、東北電力㈱、リサイクル燃料貯蔵㈱およ

び電源開発㈱の方々には、丁寧かつ熱心なご説明をいただき、こ

の場を借りてお礼申し上げます。 

  

◇行事報告◇ 

日本原燃㈱原子燃料サイクル施設

PR  

東北電力㈱PR 館トントゥビレッジにて 

リサイクル燃料貯蔵㈱ビジターハウスにて 

電源開発㈱大間原子力発電所にて 
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No. 16-10  第 21 回動力・エネルギー技術シンポジウム開催報告  

 

実行委員会幹事 森 昌司（横国大） 

 

動力エネルギーシステム部門が主催となり毎年開催している国内シンポジウム、第 21 回動力・エネル

ギー技術シンポジウムが、2016 年 6 月 16 日（木）・17 日（金）の両日に亘り、横浜市を後援として、横

浜市開港記念会館で開催されました。 

今回は、1 件の特別講演、10 個のオーガナイズド・セッション（OS）に総数 167 件の一般講演、9 社か

ら機器展示、6 社から広告があり、334 名（大学：184 名、企業：104 名、その他 46 名）の方にご参加い

ただきました。質疑応答を含めて 1 件 20 分で、5 室にて活発な討議が行われました。 

初日午後の動力エネルギーシステム部門活動紹介では、部門長・森下正樹氏（JAEA）により、昨期の部

門活動実績と今期の活動予定が報告されました。部門活動の方向性を知る大変良い機会になっていると感

じました。また、特別講演では藤嶋昭先生（東京理科大学学長）より「光触媒・・・基礎過程から広い応

用まで」という題目でご講演頂きました。光触媒反応の発見から、基礎過程の解明さらには身の回りにお

ける実用例などについて、わかりやすく大変興味深いご講演でした。 

初日の夜には意見交換会が中華街の廣東飯店で開催されました。最大許容人数が予定を大きく上回る

160 名程度の方にご参加頂き、少々窮屈な状態で申し訳ございませんでしたが、非常に和やかな雰囲気で

盛況な会となりました。 

今回の動エネシンポの準備は、一年以上前に実行委員会を立ち上げ、合計 8 回もの実行委員会を開催し

ました。宇高義郎実行委員長（天津大／玉川大）を中心に、実行委員会内で、会場（荒木拓人、横国大）、

企業広告・展示（長谷川浩司、工学院大）、意見交換会（諸隈崇幸、横国大）、機械学会和文論文集特集号

（波津久達也、海洋大）、その他（森昌司、横国大）を分担し、実行委員の小泉安郎先生（JAEA）にも多

くの助言をいただきました。今回は、機械学会初めての試みとしてカード型 USB 講演論文集（冊子体の

廃止）、発表時間配分の変更（15 分発表＋5 分質疑→10 分発表＋10 分質疑）、発表部屋数を 6 室から 5 室

に、機械学会和文論文集特集号の復活など、例年と少し変えた試みも行いました。苦労の甲斐あって、今

回のシンポジウム自体のクオリティが、かなり上がったと感じております。 

最後になりますが、今回は横浜市、（公財）横浜観光コンベンシ

ョン・ビューローから多くの援助を頂戴し、中部電気利用基礎研究

振興財団からはシンポジウム開催費用の一部を助成して頂きまし

た。この場を借りて、厚くお礼を申し上げます。加えて、本シンポ

ジウム開催にご協力いただいた全ての方々、ご講演者や座長の

方々、オーガナイザーの方々に感謝の意を表して、動力・エネルギ

ー技術シンポジウムの開催報告とさせていただきます。皆様、本当

にありがとうございました。 

 

森下正樹 部門長による動力

エネルギー部門活動紹介 

特別講演後の記念撮影 意見交換会の様子 
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No. 16-67 講演会報告 

「これからのエネルギー供給システムの合意形成へ向けて」 

～リスクの管理とコミュニケーション～ 

 

震災対応特別委員会 幹事 浅野 等（神戸大）、大川富雄（電通大）、中垣隆雄（早大） 

 

第 21 回動力・エネルギー技術シンポジウム翌日の 2016 年 6 月 18 日（土）に、横浜市開港記念会館に

おいて、動力エネルギーシステム部門の下におかれている震災対応特別委員会の活動の一環として、掲題

の講演会を開催した。東日本大震災以降、日本での電力供給はその約 9 割を火力発電に頼っており、様々

な発電方法を合理的に組み合わせたベストミックスの構築が急務となっている。これを実現するためには、

技術開発だけでは不十分であり、リスク分析と社会における合意形成がきわめて重要となる。そこで、リ

スクアセスメントの専門家として梅崎重夫氏（労働安全衛生総合研究所）、コミュニケーションの専門家と

して山村公一氏（TS コミュニケーション）を招き、各々の分野における基礎と近年の動向についてご紹介

いただいた。当日は、産学より 50 名の参加があり、きわめて盛況であった（写真 3）。 

梅崎氏（写真 1）には、「機械安全技術に関する最近の動向」についてご講演いただいた。2005 年に労

働安全衛生法が改正されて以来、リスクアセスメントが急速に普及しているが、リスクアセスメントは評

価技術に過ぎない。したがって、評価技術に関する知識を増やすだけでは無意味で、本質となる考え方を

変えなければ災害防止にはつながらないことが強調された。この後、機械安全国際規格やリスク管理・評

価等を始めとする機械安全の基礎について、実例を交えて丁寧に解説いただいた。 

山村氏（写真 2）には、「市民と研究者の相互理解に向けて：コミュニケーションの役割と留意点」のタ

イトルで講演いただいた。社会基盤に適用される技術を選択する際には、技術を提供する側だけでなく、

その社会に暮らす市民の合意形成がなされることが重要である。このため、研究者と市民におけるコミュ

ニケーションのあり方と効果的なコミュニケーションの具体例等を通して、市民が科学的根拠に基づいて

判断を行うことを可能とするための方策について解説いただいた。 

講演時間が各 1 時間でさらに約 30 分の総合討論の時間を設けたが、特に、リスクアセスメント及びコ

ミュニケーションの現場にある出席者から多岐に渡る質疑があり、予定時間を大幅に超過して深い議論が

展開され、本分野の重要性を再認識できた。最後に、ご講演いただいた 2 名の先生方、また、会場を準備

していただいた動エネシンポ実行委員の方々に深く御礼申し上げます。 

 

 

 
写真 1 梅崎重夫氏 

 
写真 2 山村公一氏 

 
写真 3 会場の様子 
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第 24 回原子力工学国際会議（ICONE-24）の報告 

 

ICONE24 技術委員会 月森 和之（原子力機構・福井大） 

 

第 24 回原子力工学国際会議 (The 24th International Conference On Nuclear Engineering, ICONE-

24) が、2016 年 6 月 26 日(日)～30 日(木)の日程で、米国ノースカロライナ州シャーロットで開催された。

参加者約 700 名であった。全発表論文数は口頭発表のみを含めて 562(内学生発表が 87)であった。技術発

表は、Student Paper Competition のトラックを含めて 15 のトラックに分かれる。各トラックは複数の

セッションで構成され、全体で 130 のセッションになる。国別にみると、やはり中国が群を抜いて多く、

228、次いで米国 109、日本 88、さらにドイツ 23、イタリア 19、カナダ 11、韓国 10、フランス 10 と続

く。前回、日本(幕張)で開催された ICONE-23 では、全体発表件数が約 700、日本からは約 300 であった。

過去 2 回の米国開催での日本の発表は 100 を多少超える程度であるが、今回はこれを下回った。これは昨

今の社会情勢にもよると考えられるが、ほかに同様の国際会議が増えていること、特に一部の専門分野を

対象とした国際会議がある場合はそちらに流れる傾向もあるとの指摘もあった。こうした中、ICONE と

しての魅力的な特色をいかに打ち出していくかということも今後の課題ともいえよう。 

会議開催にあたり、ホスト国の ASME 組織委員長と ASME 会長が挨拶を行い、これに続いて JSME 組

織委員長(三菱重工 門上氏)の代理として柴田氏(Mitsubishi Nuclear Energy System)が挨拶した。この

中で、日本の原子力プラントの再稼動、福島第一事故対策状況、エネルギー政策等について触れた。さら

に、IAEA 原子力局長、米国 Fluor 社長に続いて、JSME 岸本会長が東日本大震災以降の日本の電力事情

や人材育成の状況について基調講演を行った。プレナリ･セッションでは、原子力開発の現状、今後の展望

等について各国から講演があり、東大岡本教授、日立 GE 吉村氏、JANSI 久郷氏が登壇した。パネルセッ

ションでは人材開発、社会的受容性、新型炉開発、福島廃炉、事故耐性燃料、米国原子力開発投資の各テ

ーマについて討議が行われた。特に、日本が主導的に企画した福島廃炉のパネルセッションでは、NFD、

東京電力、EPRI 及び三菱から講演があり、盛況であった。 

次回 ICONE-25 は中国上海(2017 年 5 月 14～18 日)での開催となる。国威をかけて原子力を推進してい

る中国としては、成功を期して多いに力を注ぐものと思われる。共催の JSME としても可能な限り運営に

協力し、ICONE-25、さらにその後の ICONE の発展へと繋ぎたい。最後に、組織委員会委員、トラック

リーダーを含む技術委員会委員、その他機械学会動力エネルギー部門関係者からご協力いただいた。ここ

に謝意を表する次第である。 

   

会議風景                市内にある王妃シャーロットの像 
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No. 16-80 JSME ジュニア会友向け 機械の日企画報告 

「親子見学会 ～先端かつ最新の科学技術を学び、将来を考えよう～」 

 

部門企画委員会 村川英樹（神戸大）、馬場宗明（産総研） 

中垣隆雄（早大）、小池上一（IHI） 

 

将来を担うジュニア会友に、機械や工学、エネルギーに興味を持っていただくことを目的として、2016 年 7

月 29 日に夏休み親子見学会を開催しました。本見学会は毎年開催しており、本年度は 13 回目の開催となりま

す。今年は産業技術総合研究所つくばセンターと宇宙航空研究開発機構（JAXA）筑波宇宙センターを訪問

し、「先端かつ最新の科学技術を学び、将来を考えよう」をテーマに見学会を実施しました。今回も昨年度

と同様に、世田谷文学館との共催として実施し、JSME ジュニア会から 54 名（保護者含む）が、世田谷文学館

からは 24 名（引率者含む）の合計 78 名にご参加いただきました。 

 午前中に訪問した産業技術総合研究所では、サイエンス・スクエアと地質標本館を見学しました。サイエ

ンス・スクエアには研究所で開発してきた最新の研究が展示されており、創薬支援ロボットやカーボンナ

ノチューブなどを子供たちは興味深く見学していました。さらに偏光板によって画面の見え方が変わる体

験や、レアメタルを分別する方法をクイズ形式で答えるなど、遊びながら科学技術を体験でき、その仕組

みについて興味を持っているようでした。地質標本館では多くの化石や鉱石が展示されており、子供たち

は恐竜の骨やブラックライトで光る鉱石など、熱心に見ていました。どちらの施設も時間内で全てを見る

ことは難しかったようで、もっと長く見学したいとの声が子供たちから多数聞かれました。 

 午後の JAXA 筑波宇宙センターの見学では、宇宙服や宇宙食、人工衛星などを見学しました。予備機と

して作られた“本物”の人工衛星や、地球への帰還用カプセルを前に、多くの子供たちが写真を撮り、実

際の大きさを体感していました。見学の後には JAXA の松本様、澤田様にご講演いただきました。松本様

には宇宙の定義や開発の歴史についてのお話しを、澤田様には、宇宙での“熱”についてお話しいただき

ました。ご講演中のクイズにも、子供たちは積極的に答えてくれていました。最後には魔法の棒（ヒート

パイプ）を使った実験を披露していただき、子供たちは銅パイプとの熱の伝わり方の違いに興味を持って

触っており、科学技術について肌で体験したものと思います。 

参加していただいた子供たちには、見学会を題材にした自由研究作品の応募をお願いしています。優秀

作品は、日本機械学会ジュニア会ホームページ等で紹介する予定ですので、是非ご覧ください。 

最後に今回の見学会で大変お世話になりました産業技術総合研究所、宇宙航空研究開発機構の方々に感

謝申し上げます。また、猛暑の中、熱心に見学いただいた参加者の皆様に感謝いたします。 

 

  

産業技術総合研究所 つくばセンター      宇宙航空研究開発機構 筑波宇宙センター 
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福島第一原子力発電所の視察報告 

 

震災対応特別委員会 幹事 浅野 等（神戸大） 

 

東日本大震災以降、我が国の電力供給のおよそ 9 割を火力発電に頼っており、この状態はとても持続可

能な状況とは言えない。震災対応特別委員会では、エネルギー供給源のベストミックスについて、経済産

業省が示す通り一定レベルの原子力の寄与は３E のバランスを鑑みて当面は必要であるとの認識を示して

きた。しかしながら、津波による事故によって原子力発電の信用が失われ、事故後のリスクのみが強調さ

れるようになっている。もはや世間では感情論のみで否定されているようであり、設計基準の高度化によ

る事故発生リスク低減や原子力を導入しないことのリスクを議論できない状況にある。技術開発に基づく

リスク＆ベネフィットの考えをどのように世間一般に伝えるかが、大きな課題であった。 

一方、福島第一原子力発電所では、東日本大震災での過酷事故後、廃炉作業が進められるとともに、福

島の地域復興の取り組みが進められており、東京電力も積極的に取り組んでいると聞いていた。そこで、

東京電力の現地対応者らによる努力とその復興活動がどのように福島の方々に受け取られているのかを知

るとともに、廃炉作業の現状を視ることを目的として福島第一原子力発電所の視察を行うこととした。 

中垣幹事（早大）から、岡本委員（東京大）を通じて東京電力に視察を申し込み、2016 年 8 月 18 日（木）

に震災対応特別委員会委員を中心に 15 名が訪問することとなった。筆者の福島第一発電所の訪問は、東

日本大震災調査・提言分科会として 2011 年 8 月に訪問してから 2 回目であった。 

廃炉作業での作業者の拠点である J ヴィレッジを午前 10 時 50 分頃に訪れた。5 年前と建物に変化はな

いが、周囲やエントランスの様子は大きく変化しており、静かで落ちついた様子であった。5 年前は放射

線量や夏場の作業環境のため発電所での作業時間が限られており、たくさんの方々がフロアで休息をとっ

ておられたが、現在では福島第一原子力発電所の敷地内の除染が進み、全身防護服の着用を必要としない

作業領域も広がり、福島第一発電所でも休息をとれるようになっているためである。福島第一原子力発電

所内には、更衣室もあり、コンビニエンスストアも開設され、現在整備中の 8 階建ての大型休憩施設が稼

働すれば、J ヴィレッジは役目を終え、福島県に移管されるとのことであった。そうなれば、J ヴィレッジ

では元通りスポーツができるようになり、サッカーのみならず、3 年後に W 杯が日本で開催されるラグビ

ーの練習拠点に使用することも可能となることから、地域に活気が戻ると期待される。 

午前 11 時から 1 時間、東京電力 HD 福島復興本社代表の石崎芳行様から、福島復興の取り組みについ

て説明いただいた。東京電力全社員が月に 1 度は必ず現場に赴き、被災された地元の方々の手伝いをされ

ているとのことである。強調されていたのは、地元の方々を訪問する際は、必ず東京電力の制服を着ると

取り決めていることであった。事故発生以前は、地域の方々には原子力施設があるとの認識は小さく、東

京電力をただ信頼していたが、事故の発生によって東京電力に裏切られた、という思いが強かったようで

ある。当初、東京電力社員の方々も制服での参加は躊躇されたようで、現場でもつらい思いもされたよう

だが、制服着用で地道に継続することで、徐々に受け入れてもらえるようになったようである。ただ、東

京電力が受け入れられたのではなく、親身に活動されている社員個人が受け入れているとのことである。 

昼食後、東京電力 HD 福島第一廃炉推進カンパニーの綿引泰斗様から、廃炉作業の状況説明を受けた。

汚染水対策では、当初水漏れがあったパネル組み立て型タンクから一体型タンクに順次置換を進めている

こと、地下水くみ上げ、汚染水の浄化装置、凍土壁について説明された。汚染水タンクは所内で組み立て

るのではなく、工場から海上輸送され、港から台車で輸送される。一方、処理水の海への排水については、

トリチウムの濃度に排水基準が設定されている。東京電力からは 6,000 ベクレルと、国際基準（60,000 ベ

クレル）の 1/10 が提案されたが、風評被害を恐れる漁業組合との交渉おいてさらに 1/4 の 1,500 ベクレル

になったそうである。この数値には科学的根拠は見られず、交渉において数値を下げたこと、また地下水

くみ上げのみを対象とすることで漁業組合側がこの数値を受け入れられたようである。増え続ける汚染水

タンクと敷地の確保が大きな課題であり、浄化処理された処理水の排水の理解が求められる。 

原子炉建屋およびタービン建屋の地下では外部地下水と流通している可能性があり、地下水の余計な汲

み上げによる地下水位の低下は建屋内の高濃度汚染水の漏出につながる恐れがある。一方、原子炉建屋周

囲の地下水位上昇を避けるため、山側では地下水バイパスのためのくみ上げ、原子炉建屋周囲には凍土壁

が設置され、原子炉建屋海側の凍土壁の内側ではサブドレンから地下水をくみ上げ地下水位が調節されて

いる。凍土壁の一部が凍っていないとの報道があったことから、そのことについて参加者から質問された
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が、「地下水位の調節のため遮水壁を完全に閉じるのではなく、一部開けておき地下水を導入している。」

と回答された。しかし、翌日の朝日新聞では、「凍土壁凍らず。凍らない部分は、コンクリートを注入して

でも遮水する。」と大きく報道されており、凍土壁の方策が失敗と決めつける内容であった。嘘八百ではな

かろうが、やり取りの中で都合のよい部分をつなぎ合わせたのではなかろうかと思う。 

説明では、使用済み燃料の搬出のプロセス、溶解したデブリの状態、現在の圧力容器および格納容器内

の水位についての説明、質疑応答があった。 

次に現地視察のため防護服を着ず、大型バスに乗り、福島第一原子力発電所に向かった。帰還困難区域

までは、国道にも車が数多く行き交っており、コンビニもあり、町が活きている感じがあった。生活には

自動車が必須であり、自動車整備工場から営業が開始されたそうである。しかし、帰還困難区域に入ると

様子は一変した。地震でダメージを受けた建物はそのままで、5 年間放置されたことで、雑草で覆われて

いた。田んぼであったところも、背の高い草で覆われその面影はなかった。国道には、ところどころにモ

ニタリングポストがあり、福島第一原子力発電所に最も近い国道での表示は 2.978 Sv/h であった。 

福島第一原子力発電所では、管理区域に入りビニールのオーバーシューズ、綿手袋、線量計を着用し、

小型バスに乗り換え発電所内を視察した。小型バスからは降車せず、車内からの視察であった。所内には

ナンバープレートのついていない車が数多く見られたが、これらは地震以降、所外に持ち出せなかった車

であり、所内でのみ利用されているとのことである。先にも記したが、所内の除染が進み、全身防護服を

必要としない作業領域が広がっている。これは、傾斜地を除草し、モルタルで固めることが放射線量の低

減に有効であったためである。作業員の労働環境が大きく改善されていると推察される。 

まず、3 号機の西の高台から全景を見た。1 号機は水素爆発によって原子炉建屋の屋根が崩壊し、放射

性物質の飛散を防ぐためカバーが設置されていたが、そのカバーの屋根部分が解体されたところであった。

これから崩壊した屋根など、がれきの撤去が進められる。3 号機では既に崩落した屋根のがれきが撤去さ

れ、使用済み燃料プールからの燃料取り出し用の足場建設が進められていた（写真１）。原子炉建屋山側の

足場はほぼ完成しており、今後燃料取り出し用のカバーが設置されるとのことである。4 号機は燃料取り

出しを完了している。凍土壁では、冷凍設備から供給される−30 ℃のブラインが凍土のための冷却杭にパ

ラレルで供給されていた。 

海側通路のがれきも撤去されており、バスで通ることができた。ポンプなど撤去できない大型施設は、

そのままの状態でコンクリートが流し込まれ固められていた。バイパス地下水の排水は直接海に排水され

るのではなく、湾内に排水口が設けられていた。海に直接排水しても問題ないのだが、安倍首相の「汚染

水はコントロールされている。」の発言に対応するためである。湾内であっても海に通じているのではある

が、何らかのトラブルがあっても時間稼ぎはできるとのことである。外部電源喪失の要因となった鉄塔倒

壊現場、乾式キャスクの保管庫を見て、視察を終えた。 

今回の視察では、廃炉作業が全体に着実に進んでいる印象を受けた。3 号機では水素爆発によって崩壊

した部分が外部からも見える形で残っていたり、海岸沿いでは津波で流され、ねじられるように座屈した

重油タンクが残っていたりしたが、作業の優先順位を決めてのことであり、作業を妨げるようながれきは

一切なく、作業領域は整備されていた。所内にはモニタリングポストが分散配置され、作業員が確認でき

るようになっていたが、何より所内の除染が進み、防護服

なしで作業できる領域が広がったことは大きく、作業員の

大型休憩施設が完成すれば、さらに作業環境は改善され、

作業効率は向上すると期待できる。 

5 年前訪問時には、J ヴィレッジから福島第一原子力発

電所の道筋では、地震によるダメージが小さく、つい先ほ

どまで生活があった様子があるが人の気配がない奇妙な

雰囲気を感じた。しかし、今回の訪問では、帰還困難区域

外では人々の動きが見られ、試験的ではあるが米作りを始

めている田んぼも見られた。一朝一夕に町が戻るとは思え

ないが、地道かつ継続的なサポートが必要であろうと感じ

るとともに、地域の安全性を科学的に示し続けることもそ

のサポートの一つになると思う。 

  

 

写真 1 3 号機の使用済み燃料取り出し用

足場の建設状況 

3 号機原子炉

建屋 
燃料取り出し用

足場建屋 
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第 18 回 放射性物質輸送容器及び輸送に関する国際シンポジウム 

International Symposium on Packaging and Transport of Radioactive Materials (PATRAM2016) 

 

開催日： 2016 年 9 月 18 日（日）～9 月 23 日（金） 

会 場：神戸ポートピアホテル（神戸ポートアイランド内） 

ホームページ ： http://www.patram2016.org/ （日本語版）http://www.nft.co.jp/PATRAM2016/ 

組織委員長：有冨正憲（東京工業大学名誉教授） 

問い合わせ先：PATRAM2016 実行委員会／contactus@patram2016.org 

 

趣 旨： 

放射性物質は、医療用、産業用を中心に年間約 2000 万個が世界中で輸送されていますが、これまで深刻

な放射線影響が生ずる事故は起こっていません。これは、IAEA（国際原子力機関）を中心した国際的な枠

組みと規制当局、研究者、事業者等全ての関係者の協力によるものです。本会議は、放射性物質輸送に関

する唯一の国際会議であり、3 年に 1 度関係者が一堂に会して最新の知見や経験等を共有し、放射性物質

輸送の安全向上を図ることを目的としています。約 20 年振りの日本開催であり、放射性物質利用が急速

に高まっているアジア諸国からの参加や福島事故に関連する放射性物質輸送に関する知見の共有も期待さ

れています。世界への情報発信、最新情報の収集、そして意見交換としてよい機会と考えますので、是非

奮ってご参加下さい。 

 

予定トラック： 

•Package Design (including Materials and Testing) 

•Analysis (including Structural, Thermal, Shielding, Criticality, and Risk Assessment) 

•Transport Operations (including Tracking, Routing, Emergency Preparedness, Radiation Protection, 

Denial of Shipments) 

•Regulatory & Institutional Issues (including Regulations, Codes and Standards, Communications, 

Liability, Security) 

•Transport, Storage and Disposal Interactions Issues (including Ageing Management) 

•Content Specific Challenges (including Spent Fuel, Radio Pharmaceuticals, Large Items, UF6, NORM, 

Waste, Fissile Material, Orphan Sources, Manufactured items) 

 

No. 16-120 講習会 [見学会付] 

「海洋エネルギー利用技術研究開発の最前線」 

日本機械学会 動力エネルギーシステム部門企画 

 

[協賛（予定）: (五十音順) エネルギー・資源学会、ターボ機械協会、日本エネルギー学会、日本海洋学会、

日本マリンエンジニアリング学会、日本流体力学会] 

[協力:国立研究開発法人 海洋研究開発機構] 

 

開催日:   2016 年 10 月 18 日（火） 9:30～17:40 

会 場:   国立研究開発法人 海洋研究開発機構 横須賀本部 

  〒237-0061 神奈川県横須賀市夏島町 2 番地 15 

国立研究開発法人 海洋研究開発機構 横浜研究所 

  〒236-0001 神奈川県横浜市金沢区昭和町 3172 番 25 

◇開催案内◇ 
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趣 旨: 

近年、太陽光発電や風力発電等の自然エネルギーの利用が注目されている中で、地球の表面積の約 7 割

を占める海洋には、波、海流、潮流等の膨大なエネルギーや、希少金属やメタンハイドレート等の豊富な

エネルギー資源が存在しています。本講習会では、将来に大きな可能性を秘めている海洋エネルギー利用

技術の最前線の研究紹介と、海洋研究開発機構の横須賀本部と横浜研究所の研究設備を見学します。奮っ

てご参加ください。 

 

プログラム: 

9:30          集合（京浜急行「追浜駅」）、バスにて移動 

10:00 – 11:30  見学会 1 海洋研究開発機構 横須賀本部 

11:30 – 12:15  バスにて移動（横須賀本部 → 横浜研究所） 

12:15 – 13:00  昼食  

13:00 – 14:00  見学会 2 海洋研究開発機構 横浜研究所 

14:00 – 14:10  開会の趣旨 

14:10 – 14:50  講演 1 「ブルーカーボンってなに？」 

東京海洋大学 刑部 真弘 

14:50 – 15:30  講演 2 「新しいステージに向かう海洋温度差発電の現状と展望 ～再生可能エネルギー

における安定的な電源の役割を目指して～」 

佐賀大学 池上 康之 

15:30 – 15:40  休憩  

15:40 – 16:20  講演 3 「海流発電システムの開発 ～黒潮の利用を目指して～」 

（株）IHI 長屋 茂樹 

16:20 – 17:00  講演 4 「メタンハイドレート資源開発に係る生産手法開発の現状について」 

産業技術総合研究所 天満 則夫 

17:00 – 17:40  講演 5 「地球シミュレータによる海洋・地球環境の予測技術」 

海洋研究開発機構 佐々木 亘  

 

定員:   40 名（申込み先着順） 

申込締切: 10 月 4 日（火） （定員となり次第締め切ります） 

聴講料:  会員・協賛学協会会員 15,000 円（学生会員 5,000 円）、 

  会員外 20,000 円（一般学生 10,000 円） 

教材:  当日用資料として講習会参加者にのみ配布します。 

申込方法:  お申込み 1 名につき、

https://www2.jsme.or.jp/fw/index.php?action=kousyu_index&gyojino=16-120 からお申し込み下さ

い。特別員（法人会員）資格にてご参加の場合は、WEB よりお申込み後、行事参加料割引券を担当職員

までご郵送下さい。 

 なお、当講習会では銀行振込の払込票等をもって領収書に代えさせて頂き、聴講券（兼領収書）は発行

致しませんので、当日はお申込み時の自動返信メールを印刷の上、会場受付までお持ち下さい。 

 本会所定の領収書がご入用の場合には http://www.jsme.or.jp/japanese/contents/02/receipt.html を

ご参照の上、別途お申し込み下さい。 

ご入金後はキャンセルのお申し出があってもご返金できませんので、ご了承ください。頂いた個人情報

は、安全管理のため、見学先に提供しますのでご了承願います。 

 

問合せ先: 日本機械学会〔担当職員 櫻井恭子〕 

  電話 03-5360-3505／E-mail sakurai@jsme.or.jp 
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No.16-129 第 26 回セミナー＆サロン 

「社会を支えるエネルギーの安定供給に向けて」 

～安全・安心を支えるエネルギー環境技術～ 

（併催：部門賞贈呈式） 

（動力エネルギーシステム部門 企画） 

 

開催日：2016 年 11 月 4 日（金） 13:00～19:00 （受付開始 12:30） 

会 場：株式会社 IHI 横浜事業所ゲストハウス 

セミナーの部：大ホール／サロンの部：大ホール（模様替え） 

住 所：〒230-8501 横浜市磯子区新中原町 1 番地 

交 通：直接来場をお願い致します。 

http://www.ihi.co.jp/ihi/company/offices/yokohama_engineering.html 

    JR 新杉田駅から徒歩約 5 分。 

    京浜急行杉田駅から徒歩約 15 分 

 

趣 旨： 

 電力の小売り完全自由化が 2016 年 4 月から開始され、日本のエネルギー供給システムが大きく変わろ

うとしています。震災以降のエネルギーを巡る大きな環境変化を受けて、エネルギー政策の方向性を示す

新たな基本計画も見直しが行われました。従来の火力や原子力などのベース電源に加え、再生可能エネル

ギーの利用促進も期待されています。 

 世界に目を向けると、電力需要は、途上国における著しい経済成長と共に、今後とも継続的に伸び続け

ると予想されていますが、一方で、その資源は数十年後の将来に亘っても、その大半を石炭、天然ガスな

どの化石燃料に頼らざるを得ないと予測され、地球温暖化対策も喫緊の課題となっています。そのため、

次世代に向けたエネルギー問題を解決し、持続可能な社会を実現するため、低炭素で高効率を目指した最

先端の技術開発も盛んに行われています。 

 そこで、今回、「社会を支えるエネルギーの安定供給に向けて －安全・安心を支えるエネルギー環境技

術－」と題し、技術戦略の観点から見た各種エネルギーの特徴および火力分野・原子力分野での具体的な

取り組みについて、第一人者による講演を実施します。 

 なお、講演会と併せて部門賞贈呈式と会員の親睦をはかる懇親会を開催いたしますので、多数のご出席

をお願い致します。 

 

＜題目・講師＞ 

13:00～13:05 ／開会の挨拶 

13:05～13:45 ／(1)「技術戦略から見た各種エネルギーの特徴 －超分散エネルギーシステムの課題－」 

産業技術総合研究所 特別顧問 

新エネルギー・産業技術総合開発機構 技術戦略研究センター ユニット長 矢部 彰 

（再生可能エネルギーユニット、エネルギーシステム・水素ユニット担当） 

13:55～14:35 ／(2)「火力発電の最新動向と IHI の取り組み」 

株式会社 IHI エネルギー・プラントセクター ボイラプラント事業部長 中村 忍 

14:45～15:25 ／(3)「原子力発電所の除染・廃炉に向けた IHI の取り組み」 

株式会社 IHI 原子力セクター 主席技監 大野 昭 

15:30～15:50 ／休憩（コーヒーブレーク） 

15:50～16:50 ／動力エネルギーシステム部門 部門賞贈呈式 

16:50～17:20 ／ロビーで休憩（セミナー会場をサロン会場に模様替え） 

17:20～19:00 ／サロンの部（懇親会）（サロン会場） 
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定員：110 名 

参加費：会員 7,000 円（学生員 3,000 円）、会員外 10,000 円 （一般学生 4,000 円） 

    サロンの部参加費 無料（参加登録者および招待者に限ります） 

申込締切：2016 年 10 月 14 日(金)、ただし、申込先順により満員になり次第締め切ります。 

申込方法：E-mail(ss26@jsme.or.jp) にて件名「16-129 第 26 回セミナー＆サロン申込み」と題し、 

     会員番号、氏名、連絡先（住所・電話・電子メール）を明記の上、お申込み下さい。 

問合せ先：日本機械学会〔担当職員 櫻井恭子〕電話 03-5360-3505／E-mail sakurai@jsme.or.jp 

 

 

第 13 回動力エネルギー国際会議(ICOPE-17) 

企画  米国機械学会（日本機械学会動力エネルギーシステム部門、中国動力工程会共催） 

 

開催日： 2017 年 6 月 25 日（日）～6 月 30 日（金） 

会場：Charlotte Convention Center, Charlotte, NC 

趣旨： 

 本会議は、火力発電、自然エネルギー、燃料電池など発電システム、蓄電・蓄熱を活用した分散エネル

ギーシステム、さらには環境対策、経済性評価など動力エネルギーを対象とした日米中共催で隔年開催の

国際会議です。今回は ASME 2017 Power & Energy Conference と合同で、かつ TURBO EXPO と同会

場で開催されるため、従来以上に世界への情報発信、世界からの情報収集、そして意見交換のよい機会で

す。是非奮って論文を投稿下さい。 

なお、講演論文の中から推薦論文をまとめ、日本機械学会から発刊される英文誌  “Mechanical 

Engineering Journal”の特集号として発行する予定です。 

 

講演申し込み： 約 400 語の英文アブストラクト(題名、著者名、所属、キーワードを含む)を作成の上、

下記 Web サイトの案内に沿って、ご登録下さい。 

なお、従来通り JSME からの投稿論文は日本側実行委員会で査読いたしますが、JSME からの論文である

ことを識別するため、アブストラクトの最後に (JSME) と記入していただく必要があります。必ず、ご

記入ください。 

登録案内 Web サイト：http://www.jsme.or.jp/pes/Event/Conference/ICOPE-17 投稿のご案内.pdf 

 

実行委員長  原口 元成(三菱日立パワーシステムズ) 

問合せ先  ICOPE-17 実行委員会／icope17@jsme.or.jp 

 

発表形態：今回は以下①~④ の新しい発表形態を選択できます。 

① Technical Paper Publication (従来の ICOPE と同様。10 頁以内の論文を投稿する口頭発表) 

② Poster Paper Publication (10 頁以内の論文を投稿するポスター発表) 

③ Technical Presentation (成果速報を優先、Abstract のみで採否審査) 

④ Poster Presentation (成果速報を優先、Abstract のみで採否審査) 

 

スケジュール： 

 ①,② の場合 アブストラクト締切  2016 年 10 月 19 日 

 アブストラクト受理通知  2016 年 10 月 26 日 

 Full-length Paper 締切  2016 年 11 月 21 日 

  論文受理通知   2017 年 1 月 23 日 

  Final Paper 締切  2017 年 3 月 13 日 

  ③,④ の場合 Presentation-only Abstract 締切 2017 年 3 月 13 日 
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Technical Tracks： 

 1 ASME Power Conference/ICOPE-17 

  Fuels and Combustion 

 1-1 Fuels, Combustion & Material Handling 

 

  Power Generation Sources 

 1-2 Combustion Turbines 

 1-3 Boilers & Heat Recovery Steam Generators 

 1-4 Concentrating Solar Power 

  1-5 Photovoltaics 

 1-9 Wind Energy Systems and Technologies 

 

  Plant Equipment 

 1-10 Heat Exchangers, Condensers, Cooling Systems, and Balance-of-Plant 

 1-11 Steam Turbine-Generators, Electric Generators, Transformers and Auxiliaries 

 1-12 I&C, Digital Controls, and Influence of Human Factors  

 

  Operations & Maintenance 

 1-13 Plant Operations, Maintenance, Aging Management, Reliability & Performance 

 1-6   Risk Management, Safety and Cyber Security 

 1-7   Codes, Standards, Licensing and Regulatory Compliance  

 

  Plant Construction Issues and Supply Chain Management 

 1-8  Plant Construction Issues and Supply Chain Management 

 

  Thermal Hydraulics and Engineering Analysis 

 1-14  Thermal Hydraulics and Computational Fluid Dynamics 

 

Posters 

1-16   Posters of Power Conference/ICOPE-17 

  

※ASME Power Conference/ICOPE-17 では、以下のトラックは ASME Power Div.ではなく ASME 

Advanced Energy Systems Div.などの他 Div 主催となるため、ASME 査読となります。 

 

 2 ASME Energy Sustainability Conference 

  Power Generation Sources 

  2-6 Geothermal Power, Hydro/Ocean Power, and Emerging Energy Technologies 

  2-7 CHP and Hybrid Power & Energy Systems 

 

  Sustainability 

  2-9  Environmental, Economic, & Policy Considerations of Advanced Energy Systems 

  2-10 Sustainable Building Energy Systems 

 2-11  Sustainable Infrastructure and Transportation 
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 3   ASME Fuel Cell Conference 

  Fuel Cells 

 3-2  Polymer Electrolyte Membrane, Direct Methanol, & Alkaline Fuel Cells 

 3-3   Phosphoric Acid, Molten Carbonate, & Solid Oxide Fuel Cells 

 3-4   Fuel Cell Ancillary Systems and Balance-of-Plant  

 3-5   Commercial Applications of Fuel Cells   

 

 4   ASME Energy Storage Forum 

  Energy Storage 

 4-1  Commercial Applications of Energy Storage 

 4-2   Batteries and Electrochemical Energy Storage 

 4-3  Compressed Air & Mechanical Energy Storage Systems 

 4-4   Thermal Energy Storage Systems 

  



 

17 

森 治嗣（北大） 

 戸田三朗東北大学名誉教授は、既に皆さんお聞き及びのことと存じますが、本年

5 月 3 日に 76 歳で急逝されました。心より哀悼の意を表します。恩師戸田先生は、

1968 年東京大学大学院工学研究科機械工学専攻博士課程修了後、日本原子力研究所

（現日本原子力研究開発機構：JAEA）ROSA-1 プロジェクトにおける 2 年半の研

究員を経て、東北大学工学部原子核工学科（1996 年 4 月～工学研究科量子エネルギ

ー工学専攻に改組）原子炉工学研究室（江草研究室）に 1970 年に講師として赴任さ

れました。爾来、1972 年に助教授、1996 年から教授として 2003 年 3 月まで、33

年の長きに亘り原子力研究及び教育に多大なる貢献をなされました。その間、1989

年から 1990 年に日本機械学会動力委員会委員長を務められ、同時に本部門が主管

する国際会議、ICONE 及び ICOPE の 2 大国際会議を ASME との共催で立ち上げるとともに、ICONE-1 組

織委員会委員長として、今年 24 回目を数えた ICONE の第一回会議東京開催に尽力されました。また本動力エ

ネルギーシステム部門の立ち上げに多大なる指導力を発揮され、初代の部門長を務められました。大学退官後

は東北放射線科学センター理事として、地域への原子力教育や理解普及に努められました。 

研究分野では、原子炉工学(熱流動・安全)、核融合工学分野において、日本機械学会、日本伝熱学会、日本原

子力学会の委員及び理事、また支部委員長として幅広く指導者的立場で研究を推進されるとともに、原子力発

電技術機構や日本原子力研究所、動力炉核燃料開発事業団の委員として日本の原子力先端研究を指導され、大

学との研究協力の推進に多大なる貢献をなされました。 

戸田先生のライフワーク研究の一つに、伝熱工学の進展 3（養賢堂、1974）で上梓された同書シリーズでユニ

ークな一研究領域を占める、ミスト冷却の熱伝達に関する研究があります。第 3 代原子力安全委員長で本部門

第一回功績賞を受賞された、当時東京大学内田秀雄教授のご指導の下で始められたもので、「ミスト冷却」を学

術用語として学会に初めて送り出し、その論文は 1972 年に日本機械学会賞を受賞しました。これは軽水冷却

原子炉の過酷事故時に見られる液滴を伴う高クオリティ二相流現象や、核融合に於いて必要とされる高熱流束

除熱を実現する高速流ミスト冷却に関する先駆的な研究であり、私が在学中に製作された液体ナトリウムミス

ト冷却実験装置は、核融合炉心プラズマ周辺に設置される第一壁やダイバータの高熱負荷に対する高熱流束冷

却実現を目指したものでした。現在のように高度な計測装置がない時代に手作りの計測装置で測定されており、

その方法は戸田先生の緻密な性格と研究へのこだわりを良く反映していました。 

修士１年時に戸田先生に連れられ、先生の古巣である日本原子力研究所の NSRR（原子炉安全性研究炉）を

有する反応度安全研究室を訪問し、当時主任研究員の斎藤伸三先生（元日本原子力研究所理事長・原子力委員長

代理）の案内で、NSRR 炉心上部から直接チェレンコフ光を見た時の感激は私の人生を研究へと進路を大きく

変えるのに余り有りました。当時私はデータが出始めた NSRR で炉外模擬実験による検証研究を、戸田先生、

当時反応度安全研究室長であった石川迪夫先生、齋藤伸三先生のご指導のもと学生研究生として NSRR で実施

し、その後博士後期課程から大学に戻って引き続き基礎実験を行っていましたが、まだ 30 代であった戸田先生

は実験室までよくこられ、見るに見兼ねたのか手を出してきて、アドバイスをされながら器用で且つペンチの

ような強靱な指先で実験装置を直して頂いたことを今でも覚えています。 

去る 9 月 19 日に戸田先生を偲ぶ会がご家族も同席され東京で催されました。教え子達は研究室面談で見せた

先生の笑顔に誘われて戸田研究室を選んだことが話題になりました。大学のソフトボール大会で研究室が勝ち

進む度に、我々学生と一緒に満面の笑顔で飛び上がって万歳をされていた姿は思い出せば懐かしい限りです。

博士論文の下書きを持って先生の自宅に正月 2 日と 3 日に続けて押しかけた時は、連日奥様からケーキと紅茶

で温かく迎えていただき丸２日ご指導を頂きました。お蔭で私は先生のご指導による博士第 1 号となり、それ

から 25 年後の 2006 年、部門長を拝命していた私から戸田先生に本部門功績賞を直接お渡しする機会を頂いた

時は感無量でした。1982 年ミュンヘン国際伝熱会議での発表後、欧州を一周しアーヘンやグルノーブルの原

子力研究所をご一緒に訪問したことなど、多くの思い出とともにご冥福をお祈りいたします。

◇追悼 戸田三朗先生◇ 
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ニュースレター発行 広報委員会 

委員長： 中垣 隆雄    幹事： 森 英男 

委 員： 浅井 智広     金子 暁子 

     栗田 智久     小宮 俊博 

     斉藤 淳一     高野 健司 

     高橋 俊彦     竹上 弘彰 

  渡部 正治 

部門の HP （日本語）:http://www.jsme.or.jp/pes/ 

 （英 語）:http://www.jsme.or.jp/pes/English/ 

投稿、ご意見は下記にお願いいたします。 

  （一社）日本機械学会 動力エネルギーシステム部門 

      E-mail : pes@jsme.or.jp 

      Tel : 03-5360-3500 
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